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第２四半期の業績について、売上高は、＋５．３％、＋４２０億円の増収の８，３２３
億円となりました。これは、「電力セグメント」が小売販売量増加に伴い２４９億円の
増収となったことに加え、「エネルギー関連セグメント」がエンジニアリングソリューシ
ョンおよび器具・工事の売上増に伴い１３４億円の増収、更に「ガスセグメント」にお
いて、ガス販売量は減少したものの、原料費調整に伴う単価増等による都市ガス売
上の増加により＋１２６億円の増収となったことが、主な要因です。 

 

営業費用は、「ガスセグメント」におけるフレーム影響等に伴う単価増等による都市
ガス原材料の増加、「電力セグメント」における小売販売量増加に伴う電力営業費
の増加等により、＋８．８％、６５７億円増の８，１１８億円となりました。 

 

この結果、営業利益は▲５３．５％、▲２３７億円減の２０５億円、  経常利益は▲５
３．８％、▲２３０億円減の１９６億円とそれぞれ減少しました。 
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第２四半期のガス販売量は、▲４．４％、▲３億１千４百万m3減の  ６８億２千２百
万m3となりました。 

 

ガス販売量減少は、発電専用のお客さまの稼働減による▲２億３千５百万m3の減
少の他、春先の気温が前年に比べて高く推移し、給湯需要等が減少したことによる
▲７千２百万m3の減少が主な要因となっています。 
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電力販売量についてご説明いたします。 

第２四半期の電力販売量は、全体では＋１．８％、１億２千９百万kWh増の７１億３
千６百万kWhとなりました。 

 

小売が、契約件数の増加により５５．７％増の２８億５千７百万kWhとなりました。小
売件数は、夏のキャンペーンの効果もあり、９月末現在で１４４万４千件となり、順調
に増加しております。 



５ページには、セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグ
メント利益とその増減を記載しております。 
 
２０１８年度よりセグメントの一部を変更しておりますので、前年同期実績について
は、新セグメントに組み替えた値を「移行後」として表示しております。 
 
セグメント利益については、「ガスセグメント」の利益減少▲２２０億円が、全体利益
を押し下げております。 
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ガスセグメントの▲２２０億円減益の内、ガス販売数量減少による影響は▲１２６億
円ですが、その内▲５５億円は高気温影響による減少です。 

 

続いて電力セグメントですが、▲２３億円の減益となっております。 
小売り件数・販売量が増加したことによる粗利増があるものの、油価上昇に伴う電
源費用単価増、いわゆる期ズレの他、販売量の増加と自社電源の稼働減による電
源調達単価上昇および小売販売経費増加により、減益となりました。 

 
海外セグメントについては、２６億円の増益となりました。昨年度稼働開始した海外
上流プロジェクトのゴーゴンプロジェクトにおいて初年度のコスト負担が一段落した
ことによる増益の他、上流プロジェクトにおいて油価上昇に伴い利益が増加してお
ります。 

 
エネルギー関連セグメントについては、１４億円の増益となりました。業務用空調機
器工事受注の増加の他、ガス工事における大規模物件落成増に伴う利益の増加
が主な要因となっております。 
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２０１８年度通期につきましては、増収減益と見通しております。見通しの前提となる
１０月以降の経済フレームは、為替レートは前回から変更なく１ドル１１０円、原油価
格については１バレル６５ドルから ７５ドルに、１０ドル引き上げております。 

 

売上高は＋３.１％、６００億円増収の２兆１４０億円を見通しております。これは、「ガ
スセグメント」において油価前提の引き上げによる単価増で、都市ガス売上が増加
したことによる３６８億円の増収の他、「電力セグメント」が小売販売量の増加等に伴
い１４７億円の増収となったことが、主な要因です。 

 

営業費用は＋３.７％、６９０億円増の１兆９千３百億円となりました。「ガスセグメント」
における油価前提引き上げに伴う単価増等による都市ガス原材料費の増加、「電
力セグメント」における電源費用の単価増、小売販売量の増加、小売販売経費の
増加が、主な要因です。 

 

この結果、営業利益は▲９.７％、▲９０億円の８４０億円、経常利益は▲１０.８％、▲
１００億円減の８３０億円と、それぞれ減少しました。 

 

特別損益として、当第２四半期に「投資有価証券評価損」▲６３億円を特別損失に
、下期に「投資有価証券売却益」６０億円を特別利益に計上した結果、親会社株主
に帰属する当期純利益は、▲５.７％、▲５０億円の８３０億円となりました。 
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ガス販売量は、前回見通しとの対比で▲０.８％、１億３千万m3の減少としており、そ
の内、気温影響は▲０.５％、▲８千３百万m3です。 
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電力販売量は、前回見通しとの対比で＋２.１％、３億１千７百万kWhの増加と見通
しておりますが、小売件数の上方修正が主な要因です。 



セグメント利益については、「ガス」・「電力」セグメントの利益が減少しておりますが、
その他のセグメントは増益となっております。 
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ガスセグメントの減益▲１５３億円の主な要因は、油価前提を引き上げたことによる
スライド影響の▲１４５億円です。スライド差以外による影響を数量差等▲４１億円と
しておりますが、その内▲６３億円は主に春先の高気温による気温影響によるもの
であり、気温影響を除くと増加しています。固定費全体としては５５億円の減少とな
り、今年度の利益増加につながっております。 
 
続いて電力セグメントですが、減益▲３８億円となっております。小売り件数・販売
量が増加していることによる粗利増があるものの、油価上昇に伴う電源費用単価の
増が、いわゆる期ズレとしてマイナスに影響していること、およびキャンペーンの追
加実施等による小売販売経費の増加等により、減益と見通しております。 
 
海外セグメントについては、中下流事業の利益減等があるものの、油価想定の変
更による上流プロジェクトの利益増等により、３４億円の増益と見通しております。 
 
エネルギー関連セグメントについては、３１億円の増益となっております。器具販売
における経費減および業務用空調機器の販売台数の増加の他、夏場の高気温に
伴うエネルギーサービス事業の利益の増加が、主な要因となります。 
 
不動産セグメントは１６億円の増益となりますが、新規開業の建物の賃貸料収入の
増加を見込んだこと等によるものです。 
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１３ページはセグメント別の売上高およびセグメント利益を対前年度で比較しており
ますので、ご参照ください。 
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１４ページは経常利益を対前年度との比較で分析しております。 
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２０１８年度のキャッシュフローの使途について15ページでお示ししております。 
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16ページには連結ベースの主要計数を掲載しております。 
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